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三重県について

出典：三重県ＨＰより

【人口分布図】➣人 口 約179万人（全国22位）

➣特 徴
・日本のほぼ中央の太平洋側に位置し、
紀伊半島東部に沿って南北約170km、
東西約80kmと南北に細長い県

・桑名市、四日市市、鈴鹿市を中心とした
北中部は石油化学コンビナートの形成
や、輸送用機械工業の進出、最近では
半導体など先端技術型工業の立地が進
む。一方南部は農林水産業が中心。

・人口は県北部に集中している。一方南
部は早くから人口が減少し、高齢化が進

んでいる。

H28.10現在 北部

中部

南部
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三重県が抱える課題（進行する高齢化と人口減少）

進行する高齢化と人口減少

出典：三重県ＨＰより

Ｚ
【高齢化率】 【人口減少率】
H28.10現在 H27.10～H28.9実績

県南部の
高齢化率が、
非常に高い

県南部は
人口減少が、
激しい
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三重県の高齢化率と人口の推移

出典：三重県ＨＰより

減少

人口

高齢化率

上昇



5出典：国土交通白書より

人　口　減　少　

地域コミュニティの機能低下

生活関連サービス(小売・飲
食・娯楽・医療機関等)の縮小

税収減等による
行政サービスの低下
社会インフラ老朽化

地域公共交通の
撤退・縮小

空き家・空き店舗・
工場跡地・耕作放棄

地の増加

住民組織の担い手不
足（自治会、消防

団、地域の祭り等）

生活利便性の低下 地域の魅力の低下

さらなる人口減少

就業機会（雇用）
の減少

学校の統廃合

高齢化と人口減少が与える影響

三重県（地方のまち）は今後も人口減少が進み、様々なサービスを縮小さ
せ、生活利便性の低下などを招き、さらなる人口減少へとつながることが
予想される
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◆会 社 名 三重交通株式会社

◆設 立 1,944年（昭和19年）2月

◆本 社 三重県津市中央1番1号

◆資 本 金 4,017百万円

◆事業内容 乗合自動車事業、貸切自動車事業、貨物自動車事業、受託自動車事業、

自動車管理事業、自動車整備事業、旅行事業、保険事業、広告事業、

観光コンサルティング業、賃貸事業

◆従業員数 1,299人

◆車 両 数 バス 819台（乗合693台、貸切126台）、貨物 29台

◆免許キロ 4,872㎞（平成31年3月末）

◆路 線 数 140路線・473系統（平成31年3月末）
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会社概要

三重交通グループ（全25社）
三重交通グループホールディングス

（ 運 輸 業 ）三重交通、名阪近鉄バス、三交伊勢志摩交通、三重急行自動車、八風バス、三交タクシー
（ 不 動 産 業 ）三交不動産、三交コミュニティ、三交不動産鑑定所
（ 流 通 業 ）三重交通商事、三交クリエイティブ･ライフ、三交シーエルツー、三重いすゞ自動車
（ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業）三交イン、鳥羽ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ、三交興業、御在所ﾛｰﾌﾟｳｴｲ、三重ｶﾝﾂﾘｰｸﾗﾌﾞ、松阪ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ

名阪近鉄旅行、三交ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ、ﾐﾄﾞﾘｻｰﾋﾞｽ、三交ｳｪﾙﾌｪｱ、三重県観光開発
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利用者の現状

路線バス利用者は減少の一途

出典：当社資料
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運行コストの現状

運行コストは大幅に上昇

平成20年度 平成30年度

12.2％ 年間実車走行キロ
約2,000万キロ

出典：当社資料

実車１㎞
あたり
320円

実車１㎞
あたり
359円

39円/㎞
上昇

７億８,０００万円のコスト上昇

×

非公表

非公表

非公表
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バス事業の課題と次世代モビリティへの期待

人口減少（通勤・通学利用者等の減、労働力人口の減）に伴い、従来
の路線バスサービスが成り立ちにくくなる中で、次世代モビリティを
活用した新たなビジネスモデルの構築が必要

利用者

・バスの本数が少ない

・バス停までが遠い

・目的地まで時間がかかる

・運賃が高い

事業者

・利用者減により、やむなくバ
スの本数減

・きめ細やかな路線(新規路線)
は、コスト増により困難

・コスト削減のため、系統統合
を推進（経由地が増える）

・コスト増分は運賃に転嫁

使えない！
乗らない！

サービス低下！
路線維持困難！

新たなビジネスモデル
の構築が必要

出典：三重県調査
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自動走行ビジネスモデル検討

検討方法①

ステップ１
分類

ステップ２
立案

ステップ３
評価

サービス案

立 案

ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

①
ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

②
ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

③

ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

④
ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

⑤
ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

⑥

ｾｸ゙ﾒﾝﾄ

⑦

三重交通エリアを７つのセグメントに分類し、サービス（ビジネス
モデル）案をそれぞれ立案、各案を「実現可能性」と「提供価値」
の２軸で評価
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自動走行ビジネスモデル検討

検討方法②

実現可能性 提供価値 事業成立性

・自動走行距離
・必要速度
・周辺環境
・その他

・採算性
・運転士不足解決
・社会的ニーズ
・その他
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試算前提

試算における前提条件

➣レベル４のみ検討する(採算性・運転士不足解決を優先する)
➣保安要員を乗車させる(安全性及び車内サービスを考慮)
➣自動運転装置のコスト増をどこまで受け入れることが可能か、取得(５年
償却)のほか、リース（利用ベース）の場合を検討

項 目 条 件 備 考

自動運転レベル レベル４ 保安要員乗車

自動運転改装費 5年償却

運行日数 365日運行

人件費
運 転 士：6,400千円
特 定 運 転 士：4,500千円
保 安 要 員：3,600千円

当社H30度実績

その他の費用 当社一般路線バスH30度実績

新
た
な
収

益
の
確
保

MaaSの導入(※) 収益:＋5～10％、費用:収益に対する5％ 町の規模により効果を判断

デマンド運行(※)
収益:＋30％、
費用:システムコストとして、

イニシャル50万円、使用料20万円/月

イニシャルは5年償却とする

（※）後述

非
公
表



公共交通利用促進施策の導入
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商業施設の多いエリアでは、MaaS(移動目的と移動手段を組み合わせ
て提供)、住宅街を通るエリアではデマンド運行を導入し、公共交通
利用を促進させる施策を導入する

MaaS & デマンド

期待効果：１０％収益up
想定コスト：５％費用up

期待効果：３０％収益up
想定コスト：システム費用(イニシャル
50万円、使用料月20万円)

デマンドMaaS
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各セグメントで検討するエリア

ビジネスモデルの検討

①市街地

②幹線（郊外－市街地）

③ニュータウンから主要駅（中距離）

④ニュータウンから主要駅（短距離）

⑤過疎地（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ除く）

⑥2点間大量輸送(通学･通勤･観光地)

⑦2点間大量輸送(イベント等隊列走行）
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各セグメントの検討結果

市街地 幹線
（郊外－市街地）

ニュータウン
から主要駅
（中距離）

ニュータウン
から主要駅
（短距離）

ルーラル地域
（コミュニティ
バス除く）

2点間大量輸送
（通勤、通学、

観光地）

2点間大量輸送
（イベント等隊列

走行）

路
線

①津なぎさまち線
（津市）

②泉ヶ丘片田団地線
（津市）

③陽だまりの丘線
（桑名市）

④桔梗が丘循環線
（名張市）

⑤市内循環
（尾鷲市）

⑥外宮内宮線
（伊勢市）

⑦白子鈴鹿ｻｰｷｯﾄ線
（鈴鹿市）

区
間

津駅
⇔津なぎさまち

津新町
⇔泉ヶ丘団地
⇔片田団地

桑名駅前
⇔大山田団地
⇔陽だまりの丘

桔梗が丘団地内循環
(桔梗が丘駅⇔団地
内バス停)

尾鷲市内循環
尾鷲駅⇔火力跡
(既存路線の一部)

近鉄五十鈴川駅
⇔内宮前

近鉄白子駅
⇔鈴鹿サーキット

内
容

①自動運転バスを
全区間で運行
(早朝深夜の運行
回数増回）

②乗車券と商店、
飲食店のクーポ
ンセット（増収
策検討）

自動運転バス
(津新町駅～郊外結
節点)

＋
運転士ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ
(郊外結節点～団地
バス停)

自動運転バスを全
区間で運行（既存
運行時間＋深夜バ
ス運行）

自動運転バス（小
型）

＋
運転士ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ
朝夕：定時定路線

自動運転
昼間：運転士デマ

ンド運転

①路線再編
路線バス統合・
系統短縮＋自動
走行

②高速バス各停化
(システムによる
乗継）

③自動走行カート

①自動運転バス
を全区間で運
行

②乗車券と物販
店、飲食店の
クーポンセッ
ト(ＭａａＳ導
入）

①F1レース等イベ
ント開催時…隊
列走行（年間180
日程度）

②F1レース等イベ
ント開催時以外
…高速バス

実
現
可
能
性

評価 ５ 評価 ３ 評価 ５ 評価 ５ 評価 ３ 評価 ９ 評価 ３

○走行距離3.9㎞
△他車との速度協
調一部可

○片側２～３車線
(優先ﾚｰﾝ検討)

○走行距離3.5㎞
△他車との速度協
調一部可
(市街地)

×駅周辺渋滞多い

－走行距離9.8㎞
△他車との速度協
調一部可

△片側２車線
(一部優先ﾚー ﾝ検討)

◎研究会設置済

△走行距離4.3㎞
○他車との速度協
調可能

○渋滞少ない

△走行距離
5.3㎞､4.7㎞

×国道ｶｰﾄ走行
○片側２車線
(優先ﾚｰﾝ検討)

◎走行距離2.3㎞
△他車との速度協
調一部可

○一部優先ﾚー ﾝ設置済
◎既設協議会座組で自
動運転協議可能

△走行距離7.1㎞
△他車との速度協
調一部可

△交通規制実施
×隊列走行技術困難

提
供
価
値

評価 ７ 評価 ５ 評価 ８ 評価 ７ 評価 ５ 評価 ９ 評価 ８

○採算性(増便効果)
○運転士削減
○早朝深夜運行
△中心市街地活性
化

○採算性(増便効果、
デマンド効果)

△運転士削減
(ﾃ゙ ﾏﾝﾄ゙運転士必要)

○交通弱者の外出
支援

×乗継への抵抗感

◎採算性
(深夜便の増便)

◎運転士削減
○通勤・通学等利
用

△採算性
(デマンド効果)

△運転士削減
(ﾃ゙ ﾏﾝﾄ゙運転士必要)

○交通弱者の外出
支援

◎働き易い勤務時間

×採算性
△運転士削減
○交通弱者外出支援
○交通ﾈｯﾄﾜー ｸ再構築

◎採算性
(MaaS収益)

○運転士削減
○社会受容性醸成
○土産物店等連携
（付加価値提供）

◎採算性
○運転士削減
△イベント時大量
輸送

○一時需要の輸送
のために運転手
の確保不要
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①「市街地」モデル

➣路線名
津なぎさまち線（津市）

➣特 徴
・津市…三重県中部に位置

人口 約278千人（三重県統計による）

・津駅鉄道利用者
年間 約7,034千人（三重県統計による）

・津なぎさまちは中部国際空港への
連絡高速船（セントレア高速船）が
発着する港

・津市の中心市街地を経由する路線
・通勤利用あり

➣モデル案

①自動運転バスを全区間で運行
(早朝深夜の運行回数増回）

②乗車券と乗船券、乗車券と店舗など
のセット(増収策検討)

運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

津駅前 津なぎさまち 3.9㎞ 11 10 10

津なぎさまち

津駅前

中心市街地
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②「幹線（郊外－市街地）」モデル

➣路線名
泉ヶ丘片田団地線（津市）

➣特 徴
・津市…三重県中部に位置

人口 約278千人（三重県統計による）

・近鉄津新町駅鉄道利用者
年間 約2,558千人（三重県統計による）

・団地は、昭和50年代から造成開始
泉ヶ丘団地(S54)…約2,000名
片田団地(S60) …約2,200名

・通勤・通学を中心に利用者は年々減
少

➣モデル案

自動運転バス(津新町駅～郊外結節点)
＋

運転士デマンドバス
(郊外結節点～団地バス停)

運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

近鉄津新町駅
泉ヶ丘団地

経由
片田団地

8.9㎞ 22 29.5 26.5

片道15分 5.4㎞ 片道7分 3.5㎞
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③「ニュータウンから主要駅（中距離）」モデル

➣路線名
陽だまりの丘線（桑名市）

➣系 統
桑名駅前⇔大山田団地⇔陽だまりの丘

➣特 徴
・桑名市…三重県北部に位置

人口 約140千人（三重県統計による）

・桑名駅鉄道利用者
年間 約6,337千人（三重県統計による）

・名古屋のベッドタウン
大山田団地＋陽だまりの丘
人口 約15,000人

・通勤・通学を中心に利用者は多い

現在状況

運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

陽だまりの丘
大山田団地

経由
桑名駅前

9.8㎞ 26 30.0 29.5
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現在状況

写真 写真

写真 写真

③「ニュータウンから主要駅（中距離）」モデル

↑陽だまりの丘内

↓R258北進

↑大山田団地内

↓桑名駅前
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③「ニュータウンから主要駅（中距離）」モデル

モデル案

1台での最大運行回数を自動走行バス(大型)で運行

既存運行時間＋深夜便運行

運行時間 6時～1時

運行回数 9.5往復

8 12 19
運
行
時
刻
表

9 10 11 13 14 15 16 17 186 7 20 21 22 23 24

深 夜 便 2便

1
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③「ニュータウンから主要駅（中距離）」の採算性試算

採算性試算（１台あたり）

項 目 費 用

人件費 運転士 3.5名 22,207千円

車両関係費 償却費 1,150千円

自動車税 63千円

保険料 104千円

整備管理費 619千円

物件費 燃料油脂費 1,926千円

修繕部品費 1,028千円

経費 その他運送費 1,798千円

管理費 運行管理者費 1,359千円

一般管理費 1,622千円

合 計 31,876千円

自動運転装置に投資深夜便効果 2,572千円

装置取得の場合
55,300千円/台まで

利用ベースの場合
1台921千円/月まで

⊕
項 目 費 用

人件費 保安要員 3.7名 13,142千円
車両関係費 償却費 1,150千円

自動車税 63千円
保険料 104千円
整備管理費 619千円

物件費 燃料油脂費 2,069千円
修繕部品費 1,142千円

経費 その他運送費 1,932千円

管理費 運行管理者費 1,461千円

一般管理費 1,743千円
合 計 23,388千円

自動運転装置に投資
費用圧縮 8,488千円

現状の費用 自動走行導入時の費用

自動走行導入時の＋α収益

取 得：2,572千円×5年
リース：2,572千円÷12ヵ月

⊕ 取 得：8,488千円×5年
リース：8,488千円÷12ヵ月

非
公
表

非
公
表

非公表

非公表

非公表

非公表
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③「ニュータウンから主要駅（中距離）」の評価

実現可能性 評価

自動走行距離 9.8㎞ ―

必要速度

・運行速度が遅いと他交通への影
響が大きい（通行量が多い）

・運行速度が遅いと現状ダイヤが
維持できない(低速不可)

△

周辺環境

・動線上に路上駐停車車両は少ない
・自動運転バス優先レーン設置は
一部可（片側２車線）

・バイパスへの合流有

△

その他
・桑名市次世代モビリティ社会実
装研究会設置済（市街地にて実
証実験実施済）

◎

評 価

提供価値 評価

採算性
・深夜便増便効果
・試算より自動運転装置に相当の
投資が可能

◎

運転士不足解決・解決可能 ◎

社会的ニーズ
・通勤･通学･通院･買物
・市街地飲食店客等 ○

その他 ― ―

提供価値は高いが、
実現可能性に課題が残る

評価
５

評価
８
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④「ニュータウンから主要駅（短距離）」モデル

➣路線名
桔梗が丘循環線（名張市）

➣特 徴
・名張市…三重県西部に位置

人口 約78千人（三重県統計による）

・近鉄桔梗が丘駅鉄道利用者
年間 約1,140千人（三重県統計による）

・団地は、昭和30年代から大阪都市圏
のベッドタウンとして開発

人口…約8,500名
・通勤・通学を中心に利用者は年々
大幅に減少

➣モデル案

自動運転バス（小型）＋デマンドバス
朝夕：定時定路線自動運転
昼間：運転士デマンド運転

運行系統 運行回数(循環)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

桔梗が丘駅
（循環）
桔梗が丘駅

4.3㎞ 14 27 22.5
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⑤「ルーラル地域(ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ除く)」モデル

➣路線名（系統）
名古屋南紀高速線（名古屋～尾鷲市～新宮市）
尾鷲長島線（尾鷲市～紀北町）
松阪熊野線（松阪市～尾鷲市～熊野市）
島勝線 （尾鷲市～紀北町）
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ （尾鷲市内）

➣特 徴

・尾鷲市…三重県南部に位置

人口 約17千人、市街地人口･･･約5,300名
・ＪＲ尾鷲駅鉄道利用者

年間 約155千人（三重県統計による）
・市内路線はすべて公的補助を受け運行
・世界遺産熊野古道があり、年間約33,000人
が来訪

➣モデル案

①路線再編
路線バス統合・系統短縮＋自動 走行

②高速バスへの乗継(システム活用）
③自動走行カート

路線名
運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

名古屋南紀高速 名古屋BC 三交新宮駅前 221.3 252 7 7

尾鷲長島 瀬木山 長島駅 30.0 50 7 6

松阪熊野 松阪中央病院 三交南紀 134.8 252 4 4

島勝 瀬木山 島勝 24.0 49 6 5

ｺﾐｭﾆﾃｨ 瀬木山 梶賀・三木里 33.0 52～70 8 8

現在

再編後
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⑥「2点間大量輸送(通勤、通学、観光地)」モデル

現在状況

➣路線名
外宮内宮線（伊勢市）

➣系 統
近鉄五十鈴川駅⇔内宮

➣特 徴
・伊勢市…三重県南東部に位置

人口 約126千人（三重県統計による）

・近鉄五十鈴川駅鉄道利用者
年間 約709千人（三重県統計による）

・利用者は一定時間に集中する

・観光路線で年間約630千人が利用(H30)

運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

近鉄五十鈴川駅 内宮前 2.3㎞ 6 36.5 46.5

近鉄五十鈴川駅

内宮前
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⑥「2点間大量輸送(通勤、通学、観光地)」モデル

現在状況

写真 写真

写真 写真

↑R23南進↑近鉄五十鈴川駅バス停

↓内宮前 ↓R23北進
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⑥「2点間大量輸送(通勤、通学、観光地)」モデル

モデル案

①自動走行バス(中型)の運行

車両1台での最大運行回数21往復を運行

8 12 19運
行
時
刻
表

②乗車券と他乗り物、店舗等のセット券（ＭａａＳ導入）

9 10 11 13 14 15 16 17 18

バス 乗車券 シェアサイクル 収益確保店 舗
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⑥「2点間大量輸送(通勤、通学、観光地)」の採算性試算

採算性試算

項 目 費 用

人件費 運転士 2.0名 12,769千円

車両関係費 償却費 1,050千円

自動車税 52千円

保険料 104千円

整備管理費 567千円

物件費 燃料油脂費 1,373千円

修繕部品費 733千円

経費 その他運送費 1,282千円

管理費 運行管理者費 969千円

一般管理費 1,157千円

合 計 20,056千円

項 目 費 用

人件費 保安要員 2.0名 7,197千円

車両関係費 償却費 1,050千円

自動車税 52千円

保険料 104千円

整備管理費 567千円

物件費 燃料油脂費 1,373千円

修繕部品費 733千円

経費 その他運送費 1,282千円

管理費 運行管理者費 969千円

一般管理費 1,157千円

ＭａａＳ費 766千円

合 計 15,250千円

費用圧縮 4,806千円

自動運転装置に投資
ＭａａＳ収益 1,532千円

装置買取の場合
31,690千円/台まで

利用ベースの場合
1台528千円/月まで

自動運転装置に投資

⊕

⊕

現状の費用 自動走行導入時の費用

自動走行導入時の＋α収益

取 得：1,532千円×5年
リース：1,532千円÷12ヵ月

取 得：4,806千円×5年
リース：4,806千円÷12ヵ月

非
公
表

非
公
表

非公表

非公表

非公表

非公表
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⑥「2点間大量輸送(通勤、通学、観光地)」の評価

実現可能性 評価

自動走行距離 2.3㎞ ◎

必要速度
・運行速度が遅いと現状ダイヤが
維持できない(低速不可) △

周辺環境

・内宮周辺道路の渋滞は多い
・動線上に路上駐停車車両は少ない
・一部バス・タクシー優先レーン
が既設

○

その他
・観光交通渋滞対策協議会が設置
されていることにより、関係各
所の連携が可能

◎

評 価

提供価値 評価

採算性

・試算より自動運転装置に一定の
投資が可能

・MaaSの適用により＋10％
・広告料

◎

運転士不足解決・解決可能 ○

社会的ニーズ
・観光客
・観光客の利用により、社会受容
性の醸成

○

その他
・鉄道や物販店、飲食店との連携
により観光地としての魅力向上 ○

提供価値、実現可能性共に評価が高い

評価
９

評価
９
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⑦「2点間大量輸送(ｲﾍﾞﾝﾄ等隊列走行)」モデル

➣路線名
白子鈴鹿サーキット線（鈴鹿市）

➣特 徴
・鈴鹿市…三重県北部に位置

人口 約196千人（三重県統計による）

・近鉄白子駅鉄道利用者
年間 約3,131千人（三重県統計による）

・利用者は一定時間に集中する
・Ｆ１レース開催時は、
4日間で延約4万人のバス利用
（決勝･･･延約2万人）

➣モデル案

①F1レース等イベント開催時
…隊列走行（年間180日程度）

②F1レース等イベント開催時以外
…高速バス

運行系統 運行回数(往復)

起点 終点 キロ程 運転時分 平日 土日祝

近鉄白子駅 鈴鹿ｻｰｷｯﾄ 7.1㎞ 17 13 20
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事業成立性が高いビジネスモデル

①市街地

②幹線（郊外－市街地）

③ニュータウンから主要駅（中距離）

④ニュータウンから主要駅（短距離）

⑤ルーラル地域(コミュニティバス除く)

⑥2点間大量輸送(通学･通勤･観光地)

⑦2点間大量輸送(イベント等隊列走行）

早期導入検討 ⑥2点間大量輸送(通学･通勤･観光地)

将来導入検討
③ニュータウンから主要駅（中距離）
⑦2点間大量輸送(イベント等隊列走行）
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ＩＮＤＥＸ

１．三重県について

２．当社バス事業の現状と課題

３．自動走行バスビジネスモデルの検討

４．今後について

５．結びに
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今後について（桑名市 ③ニュータウンから主要駅（中距離））

目指すところ

桑名市での方向性と取り組み

取り組み事項

①「出来るところ・出来ること」からの実証実験実施

②交通弱者（高齢者等）外出支援策との連携方法の検討

③桑名市のまちづくりと連携した路線網の整備

自動走行バス（レベル４＋保安要員）での運行
＋

桑名市と連携した新たな交通ネットワーク構築
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今後について（伊勢市 ⑥2点間大量輸送(通勤、通学、観光地) ）

伊勢市での方向性と取り組み

①関係各所と自動走行バス運行における課題の抽出

②実証実験に向け、取り組み内容及び検証項目の整理

③他モビリティ、飲食店、物販店等との連携を模索
（地域活性化にも資するサービスの検討）

目指すところ

自動走行バス（レベル４＋保安要員）での運行
（まずは五十鈴川駅～内宮、将来は外宮～内宮）

＋
新たな価値・サービスの提供（他モビリティ、店舗等との連携）

取り組み事項
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ＩＮＤＥＸ

１．三重県について

２．当社バス事業の現状と課題

３．自動走行バスビジネスモデルの検討

４．今後について

５．結びに
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結びに

①誰もが安心して乗車できる仕組みづくり

②自動走行バスを活用した生産性向上への取り組み

③自動走行バスが活用できるまちづくりへの参画

④社会受容性の醸成

今後、バス事業者として取り組むべきこと



ご清聴ありがとうございました。


